




B2H003 古城 恵子 











ャル・キャピタル（以下 SC とする）が注目されるようになっている(Kawachi ほ
か, 2008)。地域における医療的ケアを必要とする二分脊椎症児の家族にとって、






















 第Ⅲ部は質的研究として 7 章「父親の SC 醸成プロセス（研究 3）」および第 8















等を行った。また、研究 2 の分析 2 においては、抑うつに影響する変数を検討す
るため重回帰分析を行った。 
2）質的研究（研究 3・4） 




























































4）研究 3：父親の SC 醸成プロセス 
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図 2． 2 分脊椎症児の父親の SC 醸成プロセス（カテゴリーに基づいた結果の概要図）  
5 
 






























































『 』概念          































































 今後の課題として、次の 4 点をあげる。 
第一に本研究は、縦断的研究ではなく、0 歳～小学生の二分脊椎症児の親を対
象にした横断的研究であり、時間経過による変化を考慮した因果関係については
言及することが出来ず、限界があった。 
第二に、比較対象との整合性の視点で課題を有すると考える。二分脊椎症児の
比較対象として量的研究において保育園児のみの調査となった。また、健常児を
対象とした質的研究も今後の課題と考える 
第三に、本研究では質問紙項目に「子どもの知的障害の有無」を含めなかった。
これは倫理的配慮により、子どもの知的障害の有無について問うことが難しかっ
たことによる。一方で、二分脊椎症児の親支援において、早期から子どもの認知
の偏りや学習の遅れに配慮した学習支援を実施する必要性が示されており、「子
どもの知的障害の有無」を含めた検討は今後の課題である。 
